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1研 究主題

一人一 人の健 やかな心 と休をはぐくむ体 育学習

一基本の運動・体つくり運動を通して一

1研 究主題設定の理 由

今 、学校教育には 「生 きる力」の育成 が求 められ、体育科においては、 自ら運動す る意欲 を

培 い、生涯 にわたって積極的 に運動 に親 しむ資質や能力 を育成す るとともに、基礎的な体力 を

高 めることが求め られてい る。

「生き る力」 とは 「健やか な体」 「豊かな人間性」 「確か な学力」か らな り、その一っ一っが

相互 に作用 し合 って機能す るこ とにな る。例 えば、運動や スポー ツ等は子 どもたちの身体能力

を向上 させ るだけでな く、他者 とのかかわ り、協調性 、公正 さを重ん じる精神、思いや りや克

己心 を培 うなど、知力や人 間性 の向上を支える基礎 をは ぐくむ。その一方 で、体を動かす楽 し

さ体感、爽快感、達成感 な どの心の作用は、体力づ くりの動機 付 けとなる。つま り 「生きる力」

は、心 と体の双方に深 くかかわってい るのである。

しか しなが ら、子 どもたちを取 り巻 く社会環境は、国際化や情報化が進み、価値観の多様化

や人間 関係 の希薄化 な ど、急激 に変化 している。その変化 が子 どもたちの心身の健やかな成長

に さまざまな影響を与 えてい る。子 どもた ちは、 日常生活 にお いて遊びに よる身体活動の機会

が減少 し、結果、体力の低 下傾 向や運動 に進 んで取 り組 む子 とそ うでない子 の二極化現象等が

見 られ るよ うになった。

このよ うな現状の中で、平成15年12月 に学習指導要領 が一部改正 され て、 「確かな学力」

を育成 し、「生 きる力」をは ぐくむ とい うね らいを実現す るために、個 に応 じた指導の一層の充

実を図 ることが求め られ、効果的 な方法を柔軟かつ 多様 に導入で きることが明確化 された。っま

り、体育科においては、子 どもたち一人一人の思いや願 いの実現へ向けて、誰 もが夢中になる

体育学習 を展開す ることが求 められているのである。

そ こで本研究では、共通テーマである 「個に応 じた指導の一層の充実」を受 け、心 と体 を一

体 と捉 え、子 どもたち一人一人 に運動 の楽 しさや喜び を味わわせ、体力 の向上を図る体育学習

の創造 を 目指す観点か ら、「一人一人の健やかな心 と体 をはぐくむ体育学習」と主題 を設 定 した。

子 どもたちの体力低 下 とい う現状か ら、体育学習 では一人一人の体力 を向上 させ るこ とが体

育科 の重要なね らいの一つに挙 げられ ている。 した がって、学習指導要領のね らいに体力の向

上が示 されている 「基本の運動」 と 「体つ くり運動」 に領 域 を定めて研究に取 り組む こととし

た。

さらに体育学習の中だけで体 力向上を図るこ とは容易で はない。日常生活 で も反映で きるこ

とが大切 となる。そのためには、まず体 育学習にお いて 自 らが運動好 きにな り、進んで運動 に

取 り組 む子 どもにな ってほ しい との願 いか ら、 目指す児童像 を 「自ら進 んで運動 に取 り組む児

童」 とした。
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2研 究構想図

・ 第50期 東京都教育研究員共通テーマ ・

個 に 応 じた 指 導 の 一 層 の 充 実
L ノ

社会的 な現状 ・背 景 ・問題 体育科の 目標 ・課題

r小 学校体育部会研究主題 ヘ

ー人一人の健やかな心と体をはぐくむ体育学習

曳 一 基 本 の 運 動 ・体 つ く り運 動 を通 して一 ノ

○ 「健やかな心と体」と体力向上

○体力とは

○運動の特性と発達段階

○個に応じた指導

羅

舞
一 馨

箋

O児 童の実態

O教 師の意識

一 目指す児童像 「

自 ら進 ん で 運 動 に 取 り組 む 児 童
」 '

1
r研 究の仮説 、児童 一人一 人 が 自 ら進 んで運 動 に取 り組 め るよ うに

、

学 習過 程 ・運 動(内 容)・ 自己評価 を工夫 す れ ば、 体力

が 向上 し、児童 一人 一人 の心 と体 が健 や か には ぐくまれ

♂ だ ろ う・ ノ

一 研究の視点

運動の楽 しさを味わい、体力の向上を図る体育学習の実現

O学 習過程の工夫

O運 動(内 容)の 工夫

O自 己評価の工夫

1
1検 証 授 業 ・検 証 と考 察 ・成 果 と課 題1
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3研 究の視点

児童が 「自ら進んで運動 に取 り組む」 よ うになるた めには、運動 が楽 しい ・体 を動 かす こ と

が心地よい といった快感情、上手になった ・め あてを達成 したな どの満足感 ・成就感 、仲間 と

かかわった り、一緒に活動 した りす る喜び な どを味わわせ る必要がある。児童 の体力の向上 を

目指 し、基本の運動 ・体つ くり運動領域 の学習 においてこれ らを十分に味わわせ るた めに、研

究 の視点を以下のよ うに設定 した。

魎 運動の楽しさを味わい、体力の向上を図る体育学習の実現

(そ の実現のために)(1)学 習過程の工夫

(2)運 動(内 容)の 工夫

(3)自 己評価 の工夫

(1)

個に応 じた指

導 の一層 の充実

を図るためには、

その学習を行 う

中で身に付 ける

べ き内容 を確 実

に身に付 け、一

年一年積み上げ

てい けるよ うに

す る確かな計画

が必要である と

考えた。

そ こで、基本

の運 動 ・体つ く

り運動それぞれ

で積み上げるべ

き内容 を発達段

階に応 じて明 ら

かに し、各学年

において指導す

る教師 も、学習

す る児童 も見通

しが もちやすい

学習過程 を構成

す ることが必要

で あると考 えた。

学習過程の工夫

、

喀 す ん 管 運 動 に'
取q組 の 児 童

'一 脚群琳`郭 一 一 ～曝 鵜 磯'

運 動
7ξ 好 き 』「

〆 一 『㌔

もっと
こうなりたい
、

一 二Ll
一璽灘 織藤

騰騨 灘'喉
'

や ってよかった
寵

__』

i

旨

勲醐麟麟
灰 はこうや って
みよう 、

一

"』 を

一 摺 一 た

灘 麟 騒蓼
1'灘 上

『 げ
r

やつてみたい
、

1纏

[響 購
1'鵬一

2

、

∠

-一

学 習 過 程 の工 宍
・且可・一灘}叫 鋸'二 冨 ・5ミ{・一 ・矧 〒所餅 鞭 騨 し"〔争鮎一 潔く ・頭'

一4一



(2)運 動(内 容)の 工夫

個 に応 じた指導の一層 の充実 を図 るために

は、児童一人一人の関心 ・意欲、技能な どの

個人差に応 じた運動 を示 した り、場面に応 じ

て的確 な助言や支援 を行 った りす るこ とが必

要 である。

そこで、教師が指導 しやす く、児童が夢 中

になって取 り組む魅力 ある運動(内 容)が 必

要 であると考 え、各運動 を行 うことで味 わえ

る喜びや養 われ る感覚 ・体力 に着 目し、学習

のね らいに即 した効果 を十分 に期待 でき る運

動(内 容)を 工夫 した。 さらに、「楽 しい」こ

とは重視 しなが らも、「楽 しさ」の質 に着 目し、

その運動 を通 して 「体を動かす こ との心地 よ

さ」「運動(そ の もの)の 楽 しさ」が十分 に味

わえるように した。

悉
rt… 殖pm崩'mpm"tS

運動の楽しさを味わい、

体力の向上を図る体脅孚習の奥現惑
㊥ 還一化㊥

〉 V V

魅
カ

る ノ

あ〃蟹)
1

運 ノ ヒ
還動(内窪)の
工夫

動

㊥ 膿 さ(一還艶感劃一)

(3)自 己評価の工夫

自弓進ん石遅動に触tl組む児童

國

1慈じたことを表現するl

l友達と声かけをする1

自己己の

加 嘘瑚

糊
酬鳳

習εの

力梛1

自己醐 を深める

運動を正しく認鐡

友逮に対して貨定的な感情

友逮と自分との違いを認識

楽しい1

運動に対する宵定的な感情

臼分に対して宵定的な感情

児童の運動能力や意欲 は

一人一人違 ってお り
、一人

一人の児童が必要 とす る手

だて もおのず と違 って くる。

こ うした実態の異 なる一人

一人の児童す べてに
、運動

に対する肯定的な感情をも

たせ るためには、発達段階

に応 じた 自己評価活動 を充

実 させ ることが有効で ある

と考 えた。児童一人一人が

自らの活動 を振 り返 り、そ

の内容を 自ら評価 す る活動

に取 り組むことで、児童は

自分 と運動 との関係 に目を

向け、その運動に対す る興

味 ・関心を強 めることがで

きる と考えた。

そ こで、一人一人が運動 に対 して肯定的な感情 をもて る自己評価の方法 を、取 り組 む運動

や発 達段階に応 じて定め ることが必要であ ると考 えた。
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調 査 研 究

1調 査 の 目的

基本の運動(走 ・跳 の運動 、力試 し運動、用具を操 作す る運動)、 体つ くり運動 にお け

る児童 の意識 と教師の意識及び実態 を調査 し、今年度 の研 究を進 めてい く上での手がか り

とする。

2調 査の方法

(1)調 査 の期間 平成17年7月 上旬か ら7月 下旬まで

(2)質 問方法 質 問紙法 による

(3)調 査対象 と対象者数

低 ・中 学 年(2・3・4年 生) 高学年(5・6年 生) 合 計

児 童 14,588人 8,668人 23,256人

教 員 1,297人 902人 2,199人

3調 査の結果と分析

く基本の運動〉

(回答は複数回答可)

[壷i]1儲 で好きな運動は何ですか1

用具を操作
する運動

璽
どの学年でも、走 ・跳の運動を50%
以上の児童が好きだと答えていた。力試
しの運動を好きだと答える児童の割合が
他の運動 と比べて少なかった。

圃

医 亟]1体 育で楽・いと思う時はどんなときですか1

新しい動きを発見したとき

自分のめあてが達成できたとき

技ができるようになったとき

競争や試合で勝ったとき

友達と仲良く運動できたとき

先生に教えてもらったとき

先生にほめられたとき

力いっぱい運動したとき

児童はく技ができるようになった時〉〈競争や試合で

勝った時 〉〈カー杯運動 した時 〉〈友達 と仲良くできた
時〉に体育を楽 しいと思 う傾向が見 られた。

1 「○○の運動 を取 り扱ってみて困っていること悩んでいることはありますか1

どのような運動をさせればいいのかわからない

6e%40%20%O%

意欲 を持続 させにくし・

60%40%20%0%

31%

1

30晃

3

1の

17覧
■

走 ・跳 の 運 動

力 試 し の 運 動

用具を操作する運動

走 ・跳 の 運 動

力 試 し の 運 動

用具を操作する運動

用具資料がそろってない

20%409560%

子 ども同士をのかかわりをもたせづ らい

O%20%40%60%

指導方法に困っていると感じている教師の中で力試 し運動の指導でく運動内容のさせ方が分からない〉
〈用具がそろっていない〉と答えた教師は40%以 上にのぼった。
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〈体つ くり運動〉

巨壷[]i体 力とはどのようなカだと思・・ますか1

速 く 走 れ る

力 強い 動 きが で きる

体が や わ らか い

す ばや く 動 ける

けが や病 気 を しない

疲 れ てい ても すぐに回 復 す る

激 しい運 動 を しても 疲 れ ない

長 く 走 っ ても 疲 れ ない

食 欲 があ る

運 動 が好 き

リズム に の って運 動 で きる

規 則 正 しい 生 活 がで きる

元 気 がよい

團
ロ5年 生 口6年 生

質問1:自 分には体力があると思いますか(縦 のグラフ)

質問2:体 力をつけたい と思いますか(横 のグラフ)

柔 らか さ ・巧み さを

体力だ と感 じる児童 渉

少な く、動きの持続 を

体力だ ととらえている

児童が多かった。

ロとてもそう思う 圖少 し思う 團あまり思わない 皿思わない

「体力がある」(あ る ・少 しある)と 思っている児童は全体で60%以 上いた。「体力がない」(あ まりない
・ない)と 思っている児童で、「体力をつけたい」と思っている児童は70%以 上いた。

國 1体力を高める運動の指導磁 しいと感 じることは何ですか1

単 元 構 成 の 仕 方

評 価 の 仕 方

個 に 応 じ た 支 援 の 仕 方

堀 の 準 備

意 欲 の 侍 続

体 力 の 高 ま り の 実 感 の さ せ 方

運 動 の 楽 し さ の 味 わ わ せ 方

運 動 内 容

め あ て の も た せ 方

興 喋 関 心 の 引 き 幽 し 方

「体 力 を高 め る運

動」 で は、 「意欲 の
持続 」 「体力 の 高 ま
りの実感の させ方」
「運動の楽 しさの味

わわせ方」 に難 しさ
を感 じている。

4考 察

基本の運動 … 運動の内容や取 り組み方を明確にし、グループ等でかかわ りながら展開できる学習環境

を設定することが必要である。

体つくり運動 … 体力にっいて正 しく理解 し、どの児童 も体力の必要性を感 じ、進んで運動に取 り組む こ

とで体力の高ま りを実感できる学習過程が必要である。

一7一



皿 基本の運動部会

1研 究の視点

(1)学 習過程 の工夫

教 師 の実態調 査項 目の 『○○ の運動 を取 り扱 ってみ て 困っ てい る こ と悩 んでい る こ と

があ りますか』(P.6参 照)か ら、『どの よ うに学 習 を進 めれ ば いい のか分か らない』

と回答 した教 師が、3割 を こえてい る こ とがわか った。 そ こで、 指導者 が見通 しを もっ

て授 業 を行 うこ とが で きれ ば、児 童一 人一 人に運動 の特性 を十 分 に味 わわせ る ことが で

き る と ともに適 切 な指導 や支 援 が で き るのでは ないか と考 え、一 っの運動 で一単位 時間

を構成 し、一人一人の運動の高ま りを大切 に した学習過程 を考 えた。

① 一つ の運動で一単位時間 く構成 〉

・本部会では、一単位時間で二つ以上の運動 を行 うのではな く、一つの運動に しぼって

学習 を行 うことで、運動の特性 を味わわせ る時間を確保 し、学習の 目標 を立てやす く

した。

② 運動 内容の例示 を紹介

く表記 〉

・学習過程は単元学習全体 の

流れ が見 えるだけでな く、

絵や 図を使 った運動内容 の

例示 を取 り入れ た。 「経験

させ たい動き」 を明示す

ることで、見通 しをもつ

ことができるよ うに した。

運

動

内

容

「ケ ンス子ギ7eδ 芒膠 う'」 ～全跳ぺたらハイタ州 ～(翻

◎
◎
◎
◎
◎
◎

竃

ケンパッケンパッで ピョンピョン跳ぺて

跳ぺるね。 楽しいね!

O経験させたい動きができるよ

うな、ケンステップのコース

酢 義

04,5人 のグループを編制す

る。

Oグループでコースを順番に回

姦

(2年 生 跳の運動遊び よ り)

③ 一人一人の運動 の高ま りを大切 に した学習過程 く段階 〉

・学習過程 を、運動 そのものの楽 しさを十分味わえる 「楽 しい運動 を経験す る」段階 と、

活動の仕方や競争 の仕方な どを工夫す ることがで きる 「経験 を生か して楽 しむ」段階

に分けた。児 童が この2つ の段 階の 学習 を進 め るこ とに よ り、運 動 の広 が りや 、

運動 の特性 にふれ た楽 しさを味わ うことが で きるので はな いか と考 えた。

④ 「走 ・跳の運動」の充実

・『平成16年 度東京都児 童 ・生徒 の体力テス ト調査報告書』によると
、10年 前 と比べて、

6～9歳 の児童 の 「ソフ トボール 投げ」 「50m走 」 「立 ち幅跳 び」の結果 が下回ってい

る。そ こで、「走 ・跳の運動」の時数 を増や し、走 るこ と、跳ぶ ことの運動 の充実を

図ろ うと考えた。

・走の運動(遊 び)は 、低学年13時 間(か けっこ ・リ レー11時 間、かけ足2時 間)、 中

学年11時 間(か けっ こ ・リレー-6時間、ハー ドル走3時 間、かけ足2時 間)と した。

・跳 の運動(遊 び)は 、低学年6時 間、中学年 は 「幅跳び」 「高跳 び」 を、3年 生で は3

時間ずつ、4年 生 では4時 間ずつ指導す るよ うに した。
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⑤ 一っの用具(輪 ・なわ)で 創 り上げる授業

・「輪や なわ」 は、児童 が比較 的操作 しやす い用具 である。 簡単に操作で きるので、組

み合わせて単元 を構 成す ることが多い。 しか し、児童 によっては、二つ の用具 を同時

に扱 うこ とで、それぞれ の用具の特性の違 いか ら難 しさを感 じることもあ る。そ こで

短い時数ではあるが、一つの用具でそ の特性 に十分触れ られ る単元の構成 を考 えた。

⑥ 本部会の研 究で取 り上 げた 「走 ・跳 の運動」 「力試 しの運 動」 「用具 を操 作す る運動」

の指導時数

走 ・跳 の運動 力試 し

の運動

用具を操作する運動

走 跳 ハー ドル かけ足 輪 なわ バランス 計(/年 間)

1年 11 6 2

3

2 3

3
27(/90)

2年 11 6 2 2 3 27(/90)

3年 6 6 3 2
4

3 3

4

27(/90)

4年 6 8 3 2 4 27(/90)

(2)運 動内容の工夫

基本 の運動は、運動に夢中にな り、楽 しさや心地 よさを味わい、運動好 きな児童を育成 し

てい くことを 目指 した領域 であ る。本 部会では小学校学習指導 要領解説 体育編 を踏まえ、

目指す児童像の実現に向け、7つ のポイン トを取 り上げ、運動 内容 の工夫を考 えた。

・手 軽 な 運 動…児童や 指導者 に とって、取

り組 みやす く、用具や準備

が簡単な もの。

・運 動 量 の 確 保…児童が力いっぱい運動 した

り、活発 に運動 した りでき

るもの。

・易 し い 運 動 …だれで も簡単に取 り組 め、

運動の特性 に触れ なが ら、

できる喜びや楽 しさを味わ

うこ とがで きる もの。

・工 夫 で き る運 動…

・か か わ り…

・振 り 返 り…

・広が りのある運動…経験 した動 きをもとに、

爵く遠くヘ ピョンピョンピョン 授業のキ」}一ド

國
・用具 ・場

魎]1工 夫できる運釧
・たれもか礪べるコース設定 ・跳び方 ・場 ・コース

画

團
・たくさんの罵を軽験

・「笑顔でハイタッチ!」 ・「声に出して1」 ・「いっぱいほめて!」

巨麺][亟 コ
・うれシール ・たのシール ・ケンバ跳び遊び ・タイヤ跳び遊び

・ヤッターシール(2年 生 跳の運動遊び より)

授業 の中で、動きの工夫ができるもの。

さらに喜びや楽 しさが増す ことができる、人や もの とのかかわ り。

簡単 に 自己を振 り返 り、次へ の意欲 をもつ ことができるもの。

広が りが期待 できるもの。

① 『お 宝ゲ ッ トだぜ!』

・ケ ンステ ップ を用 い て 、 リズ ミカル に跳 ぶ 動 き を養 え る運 動 で あ る。

② 『ぴ ょん ぴ ょん探 検 隊 』

・箱 を用 い て調 子 よ く踏 み切 り、 「高 く」 「遠 くへ 」 跳 ぶ こ とが で き る運動 で あ る。

(2年 生 跳 の運 動 遊 び 「高 く 遠 くヘ ピ ョ ン ピ ョン ピ ョン」 よ り)
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③ 『川 とびを しよう!』 『ジャンプで1.2.3!』

・準備 が簡単で、めあてがたてやす く、 自己の課題 が明確 な運動 である。

④ 『ね らってジャンプ!』

・ケンステ ップや輪 に向かって跳ぶ ので、両足着地 が意識で きる運動である。

(3年 生 幅跳び 「遠 くへ とぼ う、 ジャンプ!!」 よ り)

(3)自 己評価 の工夫

基本の運動は、『適切 な 「運動遊び」 を選び、人や物 とのかかわ りに視 点を当てなが ら指

導す ることが大切である』(小 学校学習指導要領解説 体育編)と 述べ られてい る。児童 の

実態調査の回答で も、教師や 友達 に、ほめ られた り教 えて もらった りす ることに楽 しさを感

じている児童が多い。そ こで、本 部会 では、かかわるこ との楽 しさか ら自己を振 り返 り、一

人一人 が運動 に対 しての肯定的な感情 を もて るよ うに して いこ うと考 えた。

① 肯定的なかかわ り

・指導者や友達 とた くさんの肯定的なかかわ りが もてる と、運動 をより楽 しむ ことがで

き、満足感や 自信 につ ながってい く。 そ こで周 りの人へ の関心が十分 でない低 学年

では、運動 の喜びや 楽 しさな ど、感 じた こ とを表 現 した り友達 の よい ところを見

付 けて声 かけ を した りす る こ とを意 図的 ・計画 的 に支援 の 中に取 り入れ て学習 を

進 めてい くこ とが 、 自己評価 へ つな がる と考 えた。

中学 年 では この経 験 を も とに、友 達 の よい ところを見付 け、友 達 と自分 を比較 す

る場面 を意 図的 ・計画 的 に支援 の 中に取 り入 れ る こ とで、 自己の で きば えを明確

に見つ める ことが で き、 自己評価 へ とつ なが る と考 えた。

② 自己評価 をは ぐくむ学習カー ドの作成

・低学年 は、 「思 った こと ・感 じた こ と」 を記録に残す よ うに した。 その ことで、自己

評価の素地作 りをす るよ うに した。 中学年 は、「めあて ・振 り返 り」や 「友 だちのよ

い動 き」を記録に残す よ うに した。 そのこ とで、 自己評価す る力をは ぐくむよ うに し

た。

(4)検 証授業の成果 と課題

① 成果

・一つの運動 で一単位 時間を構成す ることによ り、運動量が確保 され、運動の特性 に十

分触れ ることができた。

・用具 をケ ンステ ップ とダ ンボール に限定 した ことで、簡単に運動す るこ とができ、跳

ぶこ とその ものの楽 しさを味わ うことができた。

② 課題

・発達段 階に応 じたある程度の 自己評価 はでき るよ うにはなったが、肯定的なかかわ り

を通 した 自己評価 にまでは至 らなかった。 肯定的なかか わ りか ら、 どの よ うに自己評

価 を してい くのかが今後 の課題 であ る。
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2検 証授 業 第2学 年 単元名 「高 く 遠 くヘ ピ ョン ピ ョンピョン」

(1)目 標

運動:調 子 よく踏み切 って段 ボール箱を跳んだ り、ケ ンステ ップを リズ ミカルに連続 し

て跳んだ りす ることができる。

態度:跳 の運動遊びにっいての課題 に楽 しんで取 り組 む ことができる。

学び方:様 々な用具 を使って、跳の運動遊びの活動 を工夫す ることができる。

(2)展 開(3/3時 間 目)

学 習 活 動

1学 習内容を確かめる。

2心 と体 をほ ぐす準備運動 をす る。

・いろい ろな足打 ちジャンプ

・ジャンプでハイ タッチ!

3
1お宝 ゲ外把ぜ1

0グ ループ(4,5人 ×8)で ケ ンス

テ ップ コー スを跳ぶ。

○時間内にどの児童 も リズムよ く跳べ

るようになった ら、お宝が もらえる。

○いろいろな跳び方(両 足 ・片足 ・交

互な ど)で3つ の コー スを経験す る。

○当た りのお宝をゲ ッ トした グル ー

プは、金 の段ボール箱が もらえ る。

41ピ ョン ピ ョンたん けんたい1

[山 こ え た ん け ん た い]

・高く眺ぶことを意識 したコースを作る。

・自分たちのコースを試 してみ る。

・他のグループのコースを眺ぶ。

[川 こ え た ん け ん た い]

・遠くへ跳ぷ ことを意識 したコースを作る。

・自分たちのコースを試 してみる。

・他のグループのコースを跳ぷ。

0他 のグ ループ のコースで 、 楽 しく跳 べ た

ら 「ヤ ッター シー ル 」 が も らえ る。

5整 理 運 動

6学 習 のま とめ

・学 習 カ ー ドへ 記 入 し 「うれ シ ー ル 」 を

貼 る。

・発表 す る。

・ボ ー ドに、 「たの シー ル 」 を貼 る。

教師の支援 囹全体 囮個人 ○評価

○ リズ ミカル に連続 して、全身 を使 って跳ぶ

ことができているか。(運 動)

囹児童 が、思 い切 り体 を動 かせ る よ うに、常

に言葉 をかけなが ら、テ ンポ よく進 めてい

く。

○友達 と仲 よく跳び遊 びを楽 しんでいるか。

(態度)

囮 更に意欲 を高 めるため よい動 きを称賛す る。

囮 よい動 きの児童 に 目を向 けさせ た り,簡 単

に跳べ るよ うにケ ンステ ップの位置 を変 え

た りす る。

○ 自分た ちの コース の跳 び方を工夫 してい る

か。

(学び方)

囹 安全 に跳べ るコー スがで きるよ うに言葉 か

けをす る。

○調子 よく踏 み切 って段ボール箱 を跳ん でい

るか。(運 動)

囮跳んだ後の児童に感想を聞き、運動の心地

よさに気付かせ る。

囮ハイタッチで喜びを表現している児童や友

達を励 ま して いる児童 を称賛す る。

囮全身を使ってよい動きをしている児童を称

賛 し、他 の児童 によい動きを気付かせ る。

囹楽 しか った ことを聞 き、全体 で運動の楽 し

さを共有でき るよ うにす る。
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(3)単 元の学習計画

○ 第2学 年 単元名 『高 く 遠 くヘ ピョン ピョン ピョン』

O単 元の 目標(運 動)調 子よ く踏み切って遠 くへ跳んだ り、高 く跳び上がった り、片足

や両足で リズ ミカルに連続 して跳 んだ りすることができる。

(態 度)順 番や きま りを守って仲 よく運動 した り、安全に運動 した りす る

ことができる。

(学び方)運 動の仕方を知 り、活動 を工夫する。

段

階

時

運

動

内

容

学

習

活

動

教

師

の

支

援

楽しい遅動を経験する

1

「ケ ン ステv7て ≡あ セ…屡 う 」』 ～全員跳べた らハイタッチ!～(達 成)

鶴 ◎魯◎欝
ノ 、

ケンパッケンパッで

跳べるね。L」

「

ピョンピョン跳べて

楽しいね!
L

OOさ んみたいに

跳んでみよう。

さ

ん

跳

ん

で

み

よ

う

○経 験 させ たい 動 きが で き る

よ うな 、 ケ ンス テ ップ の コ

ー ス を作 る
。

04,5人 の グル ー プ を編

制 す る。

○ グル ー プ で コー ス を順番

に 回 る。

○ コー ス図 は、 右参 照 。

「憾3こ びあ著びをしよう'」 ～全員跳べたらハイタッチ!～(達 成)

夢

一 一望 、

OOさ ん 、

カ、っ こし、い!

勢いをつけて跳んでみよう!

〈箱 跳 び コー ス例〉

【高尚 ぶ】

○段 ボール箱 を遠 く

へ跳 んだ り、 高 く

跳 び上が った りで

き るよ うな コー ス

を作る。

Oグ ループ でコー ス

を順番 に回 る。

体を力いっぱい動かしてみよう!

0学 習内容を確かめる。

0準 備運動をする。

0「 ケンステップであそぼう!」 を楽しむ。

○ 「はことびあそび」を楽 しむ。

○整理運動をする。

○学習のまとめをする。

口学習の進め方が分かるように、学習過程を拡大掲示する。

ロー人一人の運動量を確保す るため、グループは4,5人 とす る。

ロ自分や友達の動きに気付 くように、よい動きを している児童を認め、称賛する。

ロ運動の心地よさに気付けるように、運動直後に質問をしていく。 「跳んでみて どうだった?」
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○運 動 の 特 性 ・全身を使 って跳ぶ動きを身に付 けた り、心地 よさを味わった りす ることの

できる運動である。

・友達 と一緒 に跳ぶ ことで、競争 し合 う楽 しさや課題 に取 り組み達成する楽

しさを味わ うことのできる運動である。

○経験 させ たい動き 全身 を使 って跳ぶ。

(両足踏み切 り、両足着地 ・片足踏み切 り両足着地 ・リズ ミカルに跳ぶ)

○準備す るもの ・ケンステ ップ ・段ボール箱

経験を生ゆしτ楽しの 籔

2 3(本 時)

『お 宝 ゲ 噌ト信 ぜ 」」 ～ リズムよく跳んで、お宝(段 ボール箱)を ゲットしょう～(達 成)

ケンステップ コース(8コ ース)

＼ /
〈ケンステップ コース例 〉

【両 足 踏 み 切 り 両 足 着 地 】

1・ …08 11 お宝1

訴 ・
oo
＼ 【片 足 踏 み 切 り両 足 着 地 】

1。 ・。 。 ・ 。 ・ 1
L 7匡 リ ズ ミカ ル1

気持ちよく跳ぶんだよ
/

18080080
Il脚1

『ピ 目ンピ目ン庭んけ ん霊5い'」

～楽しく跳べたらハイタッチ!～(達 成)

○中央に、お宝(段 ポール箱 ・ケンステッ

プ)を たくさん置いておく。

○グループで第1時 で経験したケンステッ

プのコースを跳ぶ。

○時間内にリズムよく跳ぺるようになった

らお宝がもらえる。

Oい ろいろな跳び方(両足 ・片足・交互に)

で3つ のコースを経験する。

O当 たりのお宝をもらったグループには、

金の段ボール箱を贈呈する。

〈ピ ョン ピ ョ ンコース

⑭
例〉

御

図
∈ 口

〔≦ヨヲ

西 〔頒

6i口＼

○(山 こ えたんけん たい〉

・高 く跳ぶ ことを意 識 した コー ス を作 る。

・自分た ちの コー スを跳 ぶ。

・他 の グル ープの コース を跳ぶ。

O〈 川 こえたんけん たい〉

・遠 く跳 ぶ ことを意識 した コー ス を作 る
。

・自分 たちの コース を跳 ぷ。

・他 の グル ー プの コー スを跳ぶ。

O楽 しく跳 べ たら 「ヤvターシール」 が もらえ る。

楽 しく跳べたかな?

○学習内容を確かめる。

○心 と体をほぐす準備運動をする。

○ 「お宝ゲットだぜ!」 を楽 しむ。

○ 「ピョンピョンたんけんたい!」 を楽 しむ。

○整理運動をする。

0学 習のまとめをする。

自己評価のために

【いっぱいほめて!】

友達ができたときは、

たくさんほめてあげるよ

うに促す。

【笑顔でハイタ ッチ】

自分や友達ができたと

きは、ハイタッチで喜び

合 うように促す。

【声に出 して1】

自分ができたときは、

声に出して喜び を表現す

るように促す。
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3第3学 年の単元の学 習計画例

○第3学 年 単元名 『遠 くへ とぼ う

○単元 の 目標

ジ ャンプ!!』 〔幅跳 び〕

(運 動)リ ズ ムに乗 った助 走か ら、調 子 よ く踏み切 って遠 くに跳 ぶ。
(態 度)順 番や きま りを守 って協 力 して運動 した り、用具 の扱 い方や 運動

す る場所 の安全 に気 を付 けた りしなが ら運 動す る。

(学び方)自 分 の力 に合った めあて をもって運 動 した り、運動 の仕 方を工夫
した りす る。

学

習
活
動

教
師

の
支
援

○身 に付 け させたい動 きが経験 でき

るよ うな、幅跳びの場 を作 る。

6人 のグループ を編 制す る。

∠

置1こ を し よ う ρ(逮 成)
まっす ぐ川 広が る川

＼

だんだん広 く

なるぞ

しっか り

ふ み きろ う

02本 の線 を川 に見立 て、跳び越 え る。
○ 同 じ幅 の川 や 、 幅 がだ んだ ん広 くな る川
を跳び越 え る。

次は50点 を
ね らうそ

うで を しっか り

るぞ

○線 で踏 み切 っ て、 ね らった場 所 の
ケ ンステ ップ に着地 す る。

O輪 の 中に着地 できた ら得 点。

◇ ジ ャン'zでZ

/
大 またで
とぼ う!

3'(達 成)

助走 して

み よ う

うで も
ふ ってみ よ う

○線 で踏み切 って、3歩 で進 む。
○で きるだ け遠 くを 目指す。

※ 自分 の場所 に 目印 をお くとよい。

○学習 内容 を確 か め、学 習 の見通 しを もつ。
○心 と体 をほぐす運動 を取 り入 れ 、準備 運動 をす る。

○ いろい ろな場で遠 くへ 跳ぶ こ とを楽 しむ。

O整 理 運動 をす る。

○学 習のま とめをす る。

口用具の扱 い方や場 の使 い方 な ど、学習 のきま りを徹 底 させ 、安 全に留意す る。

ロー人一人 が学 習に対 し、計画 的 ・主体 的に取 り組 む こ とがで きる よ う学習過程 を掲示

す る。
口運 動量 を確保 した り、 自主 的に運動 に取 り組 んだ りす る こ とがで きるよ うに1グ ル ー

プは5～6名 程度 にす る。

口 めあてをもって学習 に取 り組 め るよ うに学 習 カー ドや 資料 を用 意す る。

口1童 のよい か}が た は ・に ・・ る
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O運 動の特性 ・体 を巧 み に操 作 しなが ら遠 くへ跳ぶ 動 きを身 に付 けた り、心地 よ さを味わ
った りす るこ とので きる運動で あ る。

友 達 と一緒 に跳ぶ こ とで、競争 し合 う楽 しさや課題 に取 り組み 達成す る楽
しさを味わ うことが でき る運動 で ある。

○経験 させた い動 き ・体 を巧 み に操 作 しな が ら遠 くへ跳 ぶ

O準 備 す る もの
踏 み 切 り(片 足 、 両 足)着 地(片 足 、 両 足)リ ズ ミカル な 助 走
・ケ ン ス テ ップ 、 ゴ ム ひ も、 点 数 の 旗 、得 点 板 コー ン

校 庭 用 の チ ョー ク(3色 く らい)ま た は ライ ン カ ー

〔
◎2つ の コー ス

に 分 か れ る.

【手 ヤレン ジ コー ス 】健 成)
◇川こびむしよう → ◇ねらっτジャン7'

＼ ノ
◇ ジ ャン「ZE響.

【み んな て…競 争 コー ス 】(競争)

01人2回 ず つ 順

番 に跳 び 、 グル
ー プ の合 計 得 点

を競 う。

○ 自分 の グル ー プ

に 戻 り 得 点 の

合計をす る。

○時間になった ら、

『チ ャ レ ンジ コー

ス』へ移動す る。

○ グル ー プで第1時 で経験 した3つ の場

を跳ぶ。

03つ の場 をローテーシ ョンす る。

○時間になった ら、『みんなで競争 コース』

へ移動す る。

◇7vト 蜜 ジ ャン7◇ 砂 場 履 ジ ャ ン7

0ケ ンステ ップの輪 の中か ○砂場 で、助 走か ら

ら立 ち幅跳 び をす る。 ジ ャン プす る。

ひ ざをまげて ね らった場所 を お し りか ら着地

着地 しよ う よ く見 よ う しな いよ うに

◎集 まって、各 グルー プの得 点 を掲示す る。

○学習 内容 を確 かめ、学習の見 通 しを もつ。

○心 と体を ほぐす運動 を取 り入れ 、準備 運動

をす る。

○ 自分 の記録や動 きのめあて を もち、遠 くへ

跳 んだ り競争 した りす る運動 に取 り組 む。

O友 達 と見合い 、教 え合 い なが ら幅跳 び競争

を楽 しむ。

○整理運 動 をす る。

○学 習のま とめをす る。

自己評価のために

【笑顔でハイタッチ】

自分や友達ができ

た喜びを、ハイタッ

チ、拍手、ポーズな

ど体で表現するよ う

促す。

【まね しよう!】

友達 の よい動 き を

まね して試 す よ う促

す。

【声をかけ合 おう1】

よい動 きを見付け、

ほめ合 っ た り教 え合

った りす るよ う促す。
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N体 つ く り運 動 部 会

1研 究の視点

(1)学 習過程の工夫(体 力への関心を高め、一人一人の願 いをは ぐくむ学習過程)

「体っ くり運動」 は、運動 を通 して体の状態 に気付 き、調子 を整 えた り、仲間 と交

流 した りす ること及び体力 を高めるこ とが主たるね らいである。 そ して、それ らは生

きる力の重要な要素 として必要な ものであ り、必要だか ら取 り組む運動 なのである。

したがって、体力 に関す る正 しい知識 とその必要性 を十分 に理解 させ、体力への関心

を高 めるこ とが重要 である。 自分の体力 について知 り、正 しい体力の高 め方 を身に付

けることで体力 を高め、その高ま りを実感す ることが学習意欲の向上にっなが り、児

童が 自ら進 んで運動に取 り組むよ うになるのである。

しか し、人か ら示 され た必要性 を理解す るこ とだけでは児童一人一人 が体力への確

かな必要感 をもつ ことは難 しい。そ こで、 自らの 中にもっと丈夫 にな りたい、 もっ と

た くま しい体 にな りたい といった願 い を掘 り起 こ し、は ぐくむ ことが大切 である。 つ

ま り、人か ら与 えられ たのではない、 自らの体力 を高 めたい とい う欲求 を充たすべ く

運動 に取 り組む ことを重視 しているのである。この願 いこそが 「体への願 い」である。

「体への願い」 とは、体につ いて、 『こ うあってほ しい と期待す ること』である。

学習場面にお いては、めあてを より具体的 に もつ ために重要な ものであ るが、学習場

面に とどま る狭 いものではな く、 自らの行動 を決 定 し進んで行動す るための源 とな る

ものである。

人か ら与 えられ たので はない、 自分 自身が決 めた 自分 自身への願いだか らこそ、そ

の後の学習 に能動的 に、 目的をもって、意識的 に取 り組 むこ とがで きるのであ る。

そこで、本部会では以下の4つ の手だてを もとに学習過程 を工夫 した。
、

難
囲

{

⇔

麻
へ

の

願
い

⇒

体力への関心を高め、込 一人の顕鵯 はぐくむ掌習過程

4ス7_ジ 制 譲

オ リエンテー ションの 充 実 ・

わ か リタイム.
L◎ngわ か リタイム3

鯉 灘 羅灘 覇鑛 難難難 簸難.
①4ス テージ制

5年 前期のステー ジ1か ら6年 前期 のステー ジ3ま での3ス テージで、4つ の体力

要素の うちの 「柔 らか さ」 「動 きを持続す る力」 「力強 さ」の3つ を経 験 し高める。

「巧みな動 き」については、小学校高学年 時期 に行 うことの適時性か ら、どのステー

ジで も必ず扱 うこととす る。

ステー ジ1、2、3を 通 して、体力への関心を高め、体力要素に応 じた正 しい高め

方を身に付 け、高ま りを実感 させ、体への願 いをもっための素地作 りをす る。そ して、

ステー ジ4で は、一人一人 が、自分の体への願 いを実現 させ るために運動 に取 り組む。
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l

H
↓

1

体力 へ の関心 を高 め、一人 一人 の願 い をは ぐくむ2年 間 の 学 習 計 画
ス テ ー ジ ■( ス テ ー ジ2
、1253年 軒 響)15 ■12 ぎ51篭 毯 期9
矢ロる 高 め る 知 る 高 め る

オ リエンテー・ション①

・体力につい て理解 し、

体力への関心 を高め

る。

・巧み さ、柔 らかさ
・正 しい高め方

わか りタイ ム1(正 しい 高 め方) オリエンテーション②

・体力への関心を高め

体力の正 しい高め方

を理解 する。

・巧 み さ、持続 する力

わか りタイ ム1(正 しい 高 め方)

体 ほ ぐ し の 運 動 体 ほ ぐ し の 運 動

巧 み な動 き を高 め るた め の運 動
ステ ップラダー(素 早 さ)
バ ンブー!(タ イ ミング ・リズ ミカル)

柔 らか さ を 高 め る た め 運 動
ツ イ ス タ ー

動きを持続する能力を高めるための運動
ペース走

巧 み な 動 き を高 め るた め の運 動
タッチコーン(素 早 さ)

体 ほ ぐ し の 運 動

フー プ リ レー
あん どこ

体 ほ ぐ しの運 動

人つ なぎ片足 とび
カニ走 りパス
ことろ鬼

ペ ア レツチ

Long

わ か り

タ イ ム

ナ イ ス キ ャ ッチ(正 確 さ)
Long

わ か り

タ イ ムわ か り タ イ ム2 わ か り タ イ ム2

ス テ ー ジ3(6年 前 期) ス テ ー ジ4
■12 31415 ■1213 Σ『誓…穫6岬)7
矢ロ る 高 め る 矢ロ る 高 め る

オリエンテーション③

・体力への関心 を高め、

体力の正 しい高め方

を理解す る。

・力強 さ

わか りタイ ム(正 しい 高 め方) オリエンテーション④

・体への願い をもち

商 めたい体力 につい

て考 える とと もに 、

自分 自身の願 いを実

現 させ てい くための

方 法を決定する。

わ か り タ イ ム ■

(願 いを実現す る運 動につ いて)

体 ほ ぐ し の 運 動 体 ほ ぐ し の 運 動

巧 み な動 き を高 め るた め の運 動
ステ ップラダー(素 早 さ)
ロープマスター(タイミング ・1ズミ加)

力 強 い 動 き を 高 め る た め の 運 動

4っ の 体 力

要 素 を 高 め
る た め 運 動
を経 験 す る。

巧 み コー ス

柔 ら か コー ス
持 続 コ ー ス

力 強 さ コー ス ノ

体 ほ ぐ し の 運 動

宇 宙 遊泳
ク ロス な わ とび
バ ラ ンス ウォー ク

体ほ ぐしの運動

学級の実態に
合わせて種 目を選択

1 1ハ ン ドハ ン ド

レボ リュ ー シ ョン(腕)
マ ッス ル フ ァイ タ ー(腹)

Long

わ か り

タ イ ム

/オ リエン

テーション⑤

2嚇1返1

騰 現轍

Long

わかり

タイム

ス トレ ッ チ タ イ ム

わ か り タ イ ム2 わかリ

タイム わ か りタイ ム2



② 体 力へ の関 心 を高 め 、理解 を深 め るた め のオ リエ ンテ ー シ ョン

〈 ステ ー ジ1>

デ麟 繍 畔}}m亀 糊　 {儒{撒 一韻m±

…

レ闘鳳o-!㎞ 嗣ノで

　ロ や

ド

・5職 碕腕箏騨ジ警驚健 ◆燈・

}:繋繕
殆 ぜ㌧一 _¶ 一開一胃一 一剛暫}… 一 呼

<ス テ ー ジ3>
一 憎一申瞭剛國H

ラ轄 」==嬬===一 一一函 一一一一"

劔

駆
㈱
耀

やわbか さとuL

り　 を

するにも噸 で軌 》

・ 怪獄を し1こくく

なります.
・ 勤きがよりよく

なり藻す.
る ゆガしてもセ

、 融瓢 り

騨 噺 脅 ・一

`切 りかえし(素早さ)

・フ ェイン ト(リズ ミカル〕

のが ロ　 サロ

潅H'6馳 畝 早胆ジ3囎 ・樋1

鯵 寵 苧 臨 噸勿 羅 憶

蟹
懸
　

コ

レ

ノ
濃
叢
轟趣 盤盤 ……　讐

葉.　 蓼(⑳

戴 貧誘翻1
、 β

認轟一瀞r纏

欝1齢 磁離愚謂》ド
i…懸懸 鷺遜懸 鑑ii

i…曝盤 醗 懸 灘1
:蜘鼎 璽綴灘i鑛 穰}ii

③ わか りタイ ム

正 しい体 力 の高 め方や 体 力 の高 ま りにつ いて理 解 を深 め、実践 す る力 を は ぐくむ た め に、

学習 の前 後 に 「わか りタイ ム」を設 定 した。運 動 の正 しい行 い方 や 高ま りの とらえ方 を児

童 の具体 的 な活動 を紹 介 す る な ど して 、高 め る体 力 要 素や 部位 を意 識 して、体 力 を高 め る

運動 に取 り組 め るよ うにな る ため の指 導 の時 間 と して考 えた 。

また 、学習 の最 初 の 「わ か りタイ ム」 では、 自分 の力 に合 っ た運動 をす るた め のめ あて

を確認 し、学 習 の最後 の 「わか りタイ ム」で は、学習 カー ドを使 って めあ てが どれ だ け達

成 でき たか を振 り返 る。

④Longわ か りタイ ム

各 ステ ー ジで取 り組 ん だ体力 を高 める運動 や それ ぞれ の体力 の高 ま りを振 り返 る。 ステ
ー ジ間 で 日常 的 にす す ん で運 動 に取 り組 め るよ うに

、家 庭や 休み 時間 、放 課後 な どに一人
で行 っ た り、友 達 と楽 しみ なが ら行 っ た りでき る よ うな簡 単 な運動 を紹 介 す る。
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(2)運 動の工夫(体 力 が高 まる楽 しい運動)

体っ くり運動 の 「体力 を高め る運動」では、児童が、高 める体力要素や部位 にっい

て意識 して運動す るこ とが大切 である。 したがって、高 めてい る体力要素や部位 が児

童 に分か りやすい運動 を取 り上げ ることが必要 となる。そ こで、 「オ リエ ンテーシ ョ

ン」や 「わか りタイム」 で体力の正 しい高め方を理解 させ、何 を高める運動 なのかが

明確な運動 を提示 す る。 そ うす ることで、児童は、 より強 く体力を高める意識 をもっ

て運動 に取 り組む ことができ るのである。

本部会では、体力の高 ま りとは、 「動 きの質の向上」 と 「数値 の向上」であると考

えた。 この2っ は、独 立す るものではな く、相互 に関連す る ものだ と考 えている。つ

ま り、運動にお ける数値(記 録)の 向上は、動 きの質 が向上 した結果であ り、動 きの

質 の向上は、運動 における数値(記 録)の 向上を伴 う場合 が少 な くない。したがって、

小学校 における体つ く り運動 においては、 「動 きの質 の向上」は 「数値 の向上」につ

ながる とい う考 え方 を基本 として指導にあたるこ とが大切 である。なぜ な ら、小学生

の段階で は、 目の前の運動 に対 して数値 目標 を掲げて しま うと、数値の向上だ けが 目

的 となって しまい、正 しく運動 を行い体力 を高 める とい う意識 が薄れて しま う恐れが

あるか らであ る。数値 目標 は、児童 を運動 に夢 中に させ、カー杯全力で取 り組む よ う

にさせ る効果があるが、 「体力 を高める運動」 の主た るね らいは、児童が意識的に体

力 を向上 させ よ うと運動 に取 り組 む ことであるこ とか ら、特 にステー ジ3(6年 生前

期)ま では、動 きの質 を向上 させ ることを意識 させ、数値は客観的 な 目安 として考え

るよう児童 に理解 させ るべ きなのである。

運動の楽 しさについては運動そ のものが児童 を引 きつ ける魅力 であると考 える。動

きの質 を向上 させ よ うとして繰 り返 し挑戦 した くなった り、児童に とって適度 な難易

度を もっていた りす るな ど、挑戦意欲 をかき立て る運動 がふ さわ しい と考 える。

動きの質⑳向上を目指して繰り返し何度も取り絹める楽しい運動

正しゆ動きを繰り返し行うことで碓実に体力が高まる運動

児童にとって高める体力要素と部位が明確である運
閤麹 ハー

郷繋i霧旛 _

ラダー(縄 ば しご)に よって、動 きを規制 した状態で、

一定 のステ ップを正確 にできるだ け素早 く行 う運動
。

① 動 きの質の向上 を 目指 して、繰 り返 し何 回も取 り組 める楽 しい運動

ステ ップラダー は、 「で きそ うで、できない」 「少 し難 しそ うだけ ど、やれ ばで

きそ うな気がす る」運動で あ り、児童 は挑戦 してみ たい とい う意欲を もつ ことが で

きる。 また、ステ ップ を正確 に素早 くできた ときに、爽快感 、達成感 を味わ うこと

ができ、さらに複雑 なステ ップ をよ り素早 くや りたい、 とい う挑戦意欲がかき立て

られ、繰 り返 し何回 も取 り組む ことがで きる。
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② 正 しい動きを繰 り返 し行 うことで確実 に体力 が高 まる運動

この運動は、ただ素早 く行 うとい うことではな く、課題 通 りにステ ップ動作を正

しい動きで素早 く行 うことで、頭で はわかって いるが、体が思い どお りに動 かない

といった、意 図 と動 き との ギャ ップが無 くなる ような伝達回路を作 り、巧みな動 き

の重要な要素である素早 さを高める ことができ る。 また、課題 を正 しい動 きで素早

く行 うためには、動 きの中でボデ ィバ ランスを保 つ必要 があ り、そのた めに重要 な

リズム、テンポ、タイ ミングとい った巧みな動 きも高め ることができる。

③ 児童 にとって高め る体力要素 と部位が明確 である運動

ステ ップが正確 に、 よ り素早 く行 えることで、巧みな動 きが高まった とい う実感

をもっ ことがで きるため、児童 に とって高 める体力要素、体力 の高ま りがわか りや

すい。 ア ドバイザーは、正 しくステ ップを踏んで いるか、上体の軸がぶれ てい ない

か(頭 が揺れていないか)、 素早 くなめ らかに行 えてい るかをポイ ン トとして見 る

ことで、的確 なア ドバイスを行 うことができる。

参考:rSAQト レーニ ング」 日本SAQ協 会編 大修館書店1999年

(3)自 己評価の工夫(一 人一人が体力の高ま りを実感 できる自己評価)

「体力を高める運 動」は直接体力の向上をね らった運動 であることか ら、児童一人

一人が
、体力 を高めるた めに正 しく運動 し、体力 を高めよ うとす ることが大切 である。

そ して、一人一人 が 自分の体 力の高 ま りを実感 できれば、すすんで運動 に取 り組む よ

うにな ると考えた。

そのために、本部会で はア ドバイザー制 を取 り入れ て 自己評価 を充実 させ よ うと考

え、めあて と運動 と評価 につ いては以 下の ように考えた。

高ま りを実感す るため に、まず、 自分の力に合 った めあてを設定できるようにす る。

そ して一回一回運動 を行 った後にめあてに照 らし合わせて しっか り自分の動 きにっい

て振 り返 る。 〔自己評価1〕 この時 に運動を行 ってい ない児童(ア ドバイザー)か ら

の動 きのポイ ン トご とのア ドバイスを役立てるので ある。(そ の際、ア ドバ イザー と

して友達の動 きを しっか り見 ることは、実は 自分 の動 きを高め るためにも役 立っ こと

だ とい うことを理解 させてお く。)運 動者は運動直後 にア ドバイザーか らのア ドバイ

スをもとに実際 に 自分 の動 きが ど うであったのかを確認 して振 り返 ることで、同 じ運

動 にさらに動きを高め る意識 をもって(動 きのポイン トを意識 して)取 り組 む ように

なると考えた。

こ うして、運動 をす るこ とにア ドバイスを もとに 自己評価1を 行い、 自己理解 を深

めることによって 自ら進んで運 動に取 り組 んで行 けるよ うになってい くと考 えた。 そ

して、その時間の最後 に学習カー ドで、 どれ だけ 自分 のめあてを達成できたか振 り返

るこ とで 〔自己評価2〕 、次時へ向けて適切 なめあてをたてることがで きるよ うにな

り、 さらにすす んで運動 に取 り組む と考 えた。
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自己評価の

サイクル

燕 わかりタイム2

自己評価1

動
感
バ
ド

。

運

の
ド

ア
う

く
分
ア

の
行

凪難
分
き
(
ザ
イ

自
で
覚
イ
バ

"○ 自分の力に合 っため あての設定 ■

1【自己評価2を 行うための手だて】
10わ か りタイムでのめ あての確認l

O学 習カー ドの活用
、
、 鞠______一_____一

【自己評価1を 行うための手だて】

○スモールステップによる学習

○ア ドバイザー制の導入

○運動の掲示物の活用

l

l

l

-

l

l

ー

'

'
'、

軸 軸 一
一._______________________________一 一 一'

2検 証授粟の成果 と課題

① 成果

○プ レゼ ンテー シ ョン ・ソフ トによるオ リエ ンテーシ ョンは、体力の知識や体力を高める

ことの重要性 を理解 させ るこ とがで き、体力への関心や これ か ら始ま る学習への意欲 を

高めることができた。

○ステー ジごとに中心 とな る体力要素 を取 り上 げて学習す ることによ り、一層体力要素

を意識 して運動 に取 り組む ことができた。

○ステ ップラダー のよ うに1つ の運動 でも数種類 のバ リエー シ ョンを用意す るこ とによ

って、児童一人一人 の力に合 わせ て取 り組む ことができた。 また、動 きの質の向上を

ね らいに して運動 を したので児童 に 「正確に運動 しなが ら素早い動 きを高めてい く」

とい う意識 を徹底す るこ とができた。

○ダブルダ ッチは児童 の挑戦意欲 をかき立て、一人一人 の力 に応 じて跳び方、 リズムを

工夫す るこ とができた。授業 中だけでな く休み時間にも取 り組む児童 が多 く、 日常化

に適 した運動であった。

○オ リエ ンテー シ ョンお よび毎時間のわか りタイ ムを通 して 「動 きのポイ ン トを意識 し

て正確 に運動 し、体力を高める」 ことを強調 した ことによ り自分 自身の運動 を振 り返

る視 点 とな り有効であった。

○友達 との教 え合 いの視点 を提示 したこ とに より教 え合 いが活発 にな り、 さらに動 きの

ポイ ン トを意識 して運動 し、一人一人の動 きに高 ま りが見 られた。

② 課題

○ 「動 きの質が高まった」 こ との 自己評価の基準が児童 によって異 なっていた。友達の

動 きを見る目をさらに養い、 自己評価 を一層 充実 させ るた めの手 だて をさらに考 えて

いきたい。
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3単 元全体の学習計画6年rカ ラダにワチカラ」 ステージ35時 間扱い

帯

回

学

習

内

容

活

動

教

師

の

指

導

ロ

評

価

○

知 る

1

1,オ リエンテーション

◇体力要素の力強さについて知る。
・力強さを高める必屡性や適時性

・小学生にとっての力強さとその

高め方

◇ 「巧みな動き」と 「体の柔らかさ」

を高めることの重要性を再度確認

する。

2,体 ほぐしの運動
・地蔵倒 し

・しっぽとり

・ペアなわ跳び

・ペアス トレッチ

3.わ かりタイム

◇学習カードの使い方を知る。

◇学習カー ドにわかったことや感想

等を記入、発表する。

◇学習の流れを知る。

口力強さを高める運動の必要性やその

方法を理解させる。

ロ巧みな動きや体の柔らかさを高める

ことの重要性を確認する。

ロ学習のねらいや学習の進め方を理解

させ、学習への意欲を高める。

O友 達と調子を合わせて楽しく運動し

ている。(運動)

○体力の4つ の要素を学習ノー トに記

入している。(学び方)

O体 力の必要 性がわかり、これからの

自分の体について考えている。

(学び方)

2

ユ.わ かりタイム

◇学習の流れを確認する。

◇運動内容を知り、用具や場の安全な使い方を確

認する。

2.準 備運動

3.体 ほぐしの運動
・風船バレーボール

4,場 の準備

5.体 力を高める運動

運動の仕方と白分の力を知る

◇巧みな動きを商める運動
・ステップラダー(素 早さ)

・ロープマスター(タ イミング・リズミカル)

◇力強い動きを高める運動
・プッシュアップ(腕 のカ)

6.場 の片付け

7.整 理運動

8.わ かりタイム

◇感想、めあてを記入する。

◇感想を発表する。

口正確な運動の仕方を理解させる。

ロ体力を高めるためには、正確に運動すること、動

きのポイントを意識 して運動すること、友遠と教

え合うことが大切であると知らせる。

ロ動きのポイン トを見付けながら運動するように助

言する。

ロ正確に運動できているかどうか見合 うように助言

する。

ロ今の力を把握させ、めあてや運動を決めさせる。

○友達と声をかけ合いながら楽しく運動 している。

(運動)

O体 の部位や正確な動き、体力要素を考えながら運

動している。(運動)

○友達と楽しくカー杯運動している。(運動)

○運動する場の安全を確認している。(態度)

○ 自分の力を把握 し、運動やめあてを決めている。

(学び方)

高 め る

3 4 5

Lわ か りタイム

◇学習の流れ、各自のめあてを

確認する。

◇用具や場の安全な使い方に

ついて確認する。

2.準 備運動

3.体 ほぐしの運動

・ブリッジトンネル

・アイムソリ・-

1;騰轡 ⇒
7.整 理運動

8.わ か りタイム(3・4時 間目)

◇学習カードに記入することで

振 り返りをする。

◇振り返りを発表する。

◇動きのポイントを知る。

◇各コーナーで4分 岡(長 なわは8

分間)幽 肋に取 り組み、ロー

テーションする。

◇自分のカに合った遊鋤 を選択し、

取 り組む。
ステップラダー

・ラテラルクイックラン

・オープンクイック

・シャッフル ・DBド リル

ローブマスター
・短なわとの組み合わせ

・Vの字跳び ・ダブルダッチ

プツシュアツブ
・跳び箱、ろくばくを利用する。

8.Longわ か りタイム

(5時 聞目)

◇本時や単元全体の学習を振り

返り、体力が高まったかどう

か学習カー ドに記入する。

◇体力を高めることの必要性や

効果を確認する。

◇3学 期に再び体つくり運動を

行 うことを伝え、今後の運動

生活について考える。

口学習のねらいを明確にすることで意欲を高め、達成できるように助言する。

ロ動きのポイン トを意識して互いに見合い、教え合うように助言する。

口動きのポイン トが掲示してある資料や友逮からのア ドバイスを生かして運動するように助言する。

口動きの高まりを動きのポイントと閲連付けて称賛することでより意職化を図る。

口動きが高まった児童には、工夫して取り組むように助言する。

○のびのぴと体をリラックスさせながら運動している。(運動)

○体力を高めるために必要な運動のポイントや部位などを意識して運動 している。(運動)

○繰 り返し運動している。(運 動)

○動きのポイントが書かれた掲示資料を活用して運動に取り組んでいる。(学 び方)

○友達の動きを見て、助言している。(態 度)

口見付けた動きのポイントを発表させ、次時の活動に生かすように

助言する。

ロ現在の自分の力を把握させ選択する運動やめあてを決めさせる。

○動きのポイントを発表したり、聞いたりしている。〈態度)

○自己の体力を把握し、めあてを学習カー ドに記入している。

(学び方)

口3学 期に再び体つくり運動を行

うことを知らせ、体力の必要性

や効果と今の自分の体力から今

後の運動生活について考えるよ

うに助言 し、日常化を図る。

○今後の生活の中に運動をどのよ

うに取り入れていくか学習カー

ドに記入している。(学び方)



4検 証授業(5時 間扱いの5時 間 目)

(1)単 元名 体つ くり運動 『カラダにワチカ ラ』

(2)単 元 の目標

(運 動)体 ほ ぐしの運動や体力 を高め る運動のね らいに合わせ て運動することができる。

(態 度)自 分 の体や体力に関心 をもち、進んで体力 を高 める運動 に取 り組 も うとす る。

(学び方)自 己の体力 に応 じて工夫 して運動 してい る。

(3)本 時の 目標
・動きのポイン トや部位を意識 しなが ら運動に取 り組み、体力を高めることができる。【運動】
・友達と仲よく運動することで楽 しさや心地 よさを味わ うことができる。【運動】
・すすんで運動に取 り組み、体力を高めようとしている。【態度】
・自分の力に応 じて運動を選択 し、体力を高めるために工夫 して運動 している。【学び方】

(4)本 時の展開

学 活 動

わか りタイム

◇学習のねらいや流れ、各 自のめあてを確認す

る。

学習のねらい
・動きのポイン トを意識 して正確に運動を行

い、体力を高めること
・動きのポイン トを意識 して正確に運動がで

きているか見合い、教え合 うこと

◇用具や場の安全な使い方について確認する。
2準 備運動

3体 ほぐしの運動
・ブリッジ トンネル ・アイムソリー

場の準備

体力を高める運動

ステ ップラダー

・ラテ ラル クイ ックラン ・シ ャッフル

・オー プンクイ ック ・DBド リル

国最初 は遅 くて もい いか ら正確 にステ ップ を踏

も う!

囹足 を高 く上 げす ぎない よ うにす る ともっ と素

早いステ ップが踏 め るよ!

圖素早 さがす ご く高 まったね!次 の ステ ップを

目指 してみ よ う1一ヲ ～声ジ 三デ ラア

・跳び箱、 ろ くぼ くを利用 し、高 さを変 える こ

とで負荷 を変 える。

圖 自分の力 にあった高 さか らスター トす るよ。

ゆっ くりでいいか ら正 しい姿勢 で しっか り腕

の 曲げ伸 ば しを しよ う!

囹正 しいフォームで しっか りで きて い るか らろ

くぼ くの高 さを高 くしてみ よ う!

場 の片付 け

整 理運動

LOIlgわ か りタイ ム

◇単元全体の学習を振 り返 り、体力が高まった
か ど うか学習カー ドに記入 す る。

◇体力を高めることの効果を確認する。

◇3学 期 に再び体つ くり運動を行 うことを伝
え、今後の運動生活について考える。

口教師の指導O評 価

囹学習のね らいや前時までに出された動きのポイ
ン トを掲示 し、「体力要素や動きのポイン トを意

識 して運動を行い、体力を高めること」とい う
ことを確認する。

囮めあてが達成できるように動きのポイン トを意

識 して取 り組 もう。

圖巧み さをさらに高めるために動 きを工夫 しよ

つ。

囹よりよい動きや工夫 された動きを称賛 し、和や

かな雰囲気作 りに努める。

囹運動を始める前に動 きのポイン トを確認 させ、

意識 して運動するように助言する。
囹動きの高ま りと動きのポイン トを関連付けて称

ロー プマ スター

・短 なわ との組 み合わせ ・Vの 字跳び

・ダブル ダ ッチ

圖ひ と回 し二回跳 びでや る と長な わ とタイ ミン

グが とれ る よ!

圖入 るタイ ミングは 、大丈夫だ し、 リズムよ く

跳ぶ こ とがで きるね。 リズムを早 くした り、

跳び方 を工夫 した りしてみ よ う。

○動きのポイン トやめあてを意識 し進ん

で運動 しようとしていたか。(運動)

○動きのポイン トやめあてを意識 して正

確に運動を行い、体力を高めることが

できたか。(運動)

○学習資料や友達のア ドバイスを生か し

て運動 していたか。(学び方)

囹学習のね らいやめあてに対 して本時の学習はど

うだったのかとい う視点で振 り返 らせる。
○ねらいやめあてにそって学習を振 り返ることが

できたか。(学 び方)

○体力の必要性や 自分の体力をもとに今後の運動

生活について考えることができたか。(学び方)

圖休み時間に校庭 に出て どんどん遊ぼう!

回自分の理想 とする体に近づくための方法を考え

よう。
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V研 究の成果と課題

個に応 じた指導を充実 させ 「自ら進んで運動に取 り組む児童」をはぐくむために、「学習過程 ・

運動(内 容)・ 自己評価の工夫」の3つ の視点から、よりよい体育学習の実現を図った。そこで体

育科の中心的課題である 「体力の向上」を目指 し、全学年で研究を進めることができ、児童一人一

人に運動の楽 しさや喜びを味わわせ ることにつながった。

1研 究の成果

児童の変容(検 証授業での児童の声)

たくさん動いていい汗

かいた.(2年)

○○さんができたから、みんな笑顔で

「ハイタッチ」と言いました。(3年)

眺んだ時、ふわ一んとして

気持ちよかった。(2年)

みんなでやると、とてもお

もしろかったです。(3年)

これからもいろいろな運動をして、

バランスのとれた体になりたい。(6年)

轡

これから家でも体力を高め

ていきたい。(5年 〉

前よりも記録が伸び、体力

が高まった。(5年)

めあてを意識するだけですごく違 うので、

達成することができてよかった。(6年)

讐

○学習過程の工夫

・ 児童の発達的特性 を明らかにして、それに応 じた単元構成をす ることによって、運動の

特性に十分ふれ させ ることができ、運動の楽 しさを味わわせることができた。

・ 「基本の運動」の4年 間、「体つ くり運動」の2年 間を見通 した学習過程を組むことができ、

児童や学級の実態に応 じた、思いや願いを生か した学習 を展開す ることができた。

○運動(内 容)の 工夫

・ 運動および運動内容 を分析 し、効果的に配置することにより、児童に運動する心地よさ、

運動そのものの楽 しさを味わわせることができた。

・ 休み時間や放課後遊びでも、長なわや短なわなど学習 した運動を行 うようにな り、運動

の日常化へ発展 しつつある。

○ 自己評価の工夫

・ 友だちとハイタッチ して喜びを分かち合った り、励ま し合った りす る姿が多 くな り、児

童相互がかかわ り合 う姿が増 えた。さらに、教え合いも活発 とな り、それが 自己を振 り返

る具体的な観点にっながった。

・ 児童の発達段階に応 じた 自己評価の在 り方を明確 にすることによって、運動に対す る興

味 ・関心が高ま り、進んで運動に取 り組む児童が増えた。

2課 題

○運動の 日常化…「体力向上」を体育学習以外の日常生活へ さらに広げていくにはどうするか。

○運動の有効性…今回取 り上げた運動の有効性をさらに検証 していきたい。かさねてより多 く

の運動の有効性を探っていきたい。

・24一



平成17年 度 教育研究員名簿(小 学校体育)
地 区 名 学 校 名 氏 名

低 港 区 芝 浦 小 学 校 大須賀 健

学 大 田 区 馬 込 第 二小 学 校 ◎ 増 田 恭 久

一 年 世 田谷 区 桜 小 学 校 ☆ 三瓶 昌信

基 分 葛 飾 区 亀 青 小 学 校 高 野 剛 一

本 科 大 島 町 つ ば き 小 学 校 山 口 信 忠

の 会 八 丈 町 大 賀 郷 小 学 校 照 井 淳

運 中 台 東 区 忍 岡 小 学 校 黒澤 洋亮

動 学 墨 田 区 業 平 小 学 校 小林 知久
一
年 品 川 区 八 潮 小 学 校 ◎ 西川 幸延

部 分 杉 並 区 高 井 戸 東 小 学 校 藤井 み どり

会 科 八 王子 市 小 宮 小 学 校 國 本澤 克洋

会 府 中 市 府 中第 七 小 学 校 柳 澤 恵

調 布 市 滝 坂 小 学 校 圃 諏訪 禎久

高 江 東 区 明 治 小 学 校 佐香 哲哉
学 豊 島 区 池 袋 第 三 小 学 校 日向野 修二

一 年 荒 川 区 尾 久 小 学 校 日高 仙 人

体 五 江 戸 川 区 松 江 小 学 校 ◎ 高須賀 俊秀
つ 年 町 田 市 鶴 川 第二 小 学 校 金子 泰浩

く 分 多 摩 市 諏 訪 小 学 校 小 林 力

り 科

運 会

動 高 目 黒 区 緑 ヶ 丘 小 学 校 川畑 謙吾
一
学 板 橋 区 中 根 橋 小 学 校 団 内村 安伸

部 年 練 馬 区 光が丘第八小学校 ◎ 中 村 一 裕

会 六 足 立 区 伊 興 小 学 校 本 間 恵
年 青 梅 市 東 小 学 校 箱崎 高之

分 国 立 市 国 立 第 五 小 学 校 五十嵐 伸洋

科 清 瀬 市 清 瀬 第 八 小 学 校 東 口 浩 司
ム
四

☆総世話人 ◎世話人 口専門部長(圖 研究部 ・國調査部 ・園庶務部)

担当 東京都教職員研修センター統括指導主事 種村 明頼

指導主事 西澤 武
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